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◆今日話すこと

・地域おこし協力隊のこれまで

・失敗と成功から学べること

・他国との比較

・全国のネットワークの動き

・次の10年に向けて





地域おこし協力隊 １年目

①チームで臨む

②「どうせ刈るなら仕事にしよう」
8300枚の棚田再生

③予想以上の成果を出そう

④計画もなくひたすら、先がない感じ



１、地域団体の解散

２、空き家管理KAKS

３、山村SH

地域おこし協力隊 ２年目





地域活動働く活動共同生活

自然の中での暮らし・生活体験・料理教室・・・











地域おこし協力隊のこれまで
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過去10数年で自治体間格差が拡大

◆ある町の様子
・人口1000人の自治体で10年で40の事業体を創出

・定住率９割を維持し、応募が殺到。毎年10人の応
募者の中から２人選抜

・３年間の事業が地域に喜ばれ、特交措置とは別に
給料を独自財源で10万円上乗せ

◆ある町の様子２
・10年間30人受け入れ定着したのは１名のみ

・ミスマッチが多発し、ネット上で悪口

・地域団体、住民は協力隊を人員補填、予算的に捉
えており人材の自転車操業が続いている



総務省HPより



協力隊制度の目的とこれまで

◆成果
・自治体独自の多様な制度設計と効果

・地域の主体性の向上

・地方への人の流れとトレンド

◆課題
・人手不足、「ブラック自治体」体質

・地域の弱体化

・人材と地域のミスマッチ

行
政

地
域

協力隊

地域力の維持強化、地方自治の推進

①「地域協力活動」を実施し地域の主体的な活動を支援

②隊員の定住定着を図る



協力隊はなぜできたのか？社会と地域の情勢

・人口減少と地方分権

・地域力の低下

・究極的には「人材力」

地域資源
・人的なもの（リーダー力、住民力、公務員力）
・社会的なもの（つながり力、教育力、伝統力）
・経済的なもの（一次産業、二次産業、三次産業）
・自然要素（自然、環境、景観）など



協力隊制度の前提

◆地域の実情や課題は様々。国一律の制度仕様は意味がない。
→自治体主体で多様で多彩な制度設計を後押しするボトムアップ型の制度

◆地域の自発的な取り組みを「外部人材」の力で支援

◆地域協力活動の目的は地域の「サポート」ではなく、「エンパワメント」
→主体性「ある」「なし」は地域の段階によって様々

◆地域の力を借りて自己実現と主体として地域を変えていける可能性がある

◆任期後のあり方＋３年間何をしたのかが大事
→公益事業はどうあるべきかという観点



制度運用は自治体裁量で設計できる

熊田晃久「2020年岡山県協力隊自治体向け研修」より

・地域や行政の課題

・協力隊の任期後の準備

・隊員独自の企画

・行政事務

・地域団体や住民からの依頼事

・困っている地域団体や企業のお手伝い

▶︎公益性、外部性に照らして自治体の裁量で範囲を設定



①地域支援型▶︎プロジェクト型（ミッション型）

②都道府県の支援、ネットワーク組織の拡大

③支援メニュー拡充と裾野の拡大

協力隊制度の変化

海外でも類似の制度の導入が進んでいます。



協力隊のキャリア

協力隊の起業
＝規模感と多業

協力隊の継業
（二次創業）
＝プロセス重視

中間支援組織の設立
＝行政事業を掴む

商品開発&卸業

仕事紹介WEB

豆腐屋の継業

酒屋の継業

移住定住支援コミュニティ支援

地域人材の育成起業支援

ガイドツアー企画

協力隊の就業
地域から紹介
企業・役場・議員

大学地域コーディネーター

自治体へ就職

地域企業へ就職



成功と失敗から学べること



協力隊の看板を背負う

▶︎看板の高さが自治体によって違う
cf岡山県内のある町の比較

▶︎これまでの隊員の積み上げ

▶︎次に繋げる



三つの手段

▶︎地域
・できなかったことをできるように

▶︎隊員
・理想のライフスタイルや働き方を実現

▶行政
・地域課題の解決、公的な目標を達成

協力隊として移住することと一移住者として移住することの違い



活動についてどう向き合うのか

▶︎３年間の地域と自分のレガシー
・主体は「地域」と「自分」

cfこんにゃくの話

▶︎活動を意味あるものへ
・「雑務」から「関係づくり」へ

cf気持ちシックス

▶︎地域振興の蓄積
・これまでの蓄積

cf岩田さんのお話

安芸太田町OBの河内さん



行政にどう向き合うのか

▶︎行政目線をもつ
・「民」と「公」の役割は何か

cf 散髪屋の話

▶︎行政からみた隊員
・地域事業を担当する一職員

cf事業に5%しか割けない職員のお話

▶︎行政事業のとして
・説明責任を負う人々

cfままかりの例



地域にどう向き合うのか

▶︎関係づくりが前提
・協力するより協力してもらえる関係性

cfシーンとした話

▶︎地域の時間軸
・３年間という時間

▶︎文化を知る
・相互扶助（講、結、祭り）
・話し合いで決める（寄り合い）、よそ者に対して閉鎖的？
cf 全員が話した後「これでよろしいか？」

▶︎住民の考え方の変化を
・「何もない」「できない」から「こんなことも出来る」
cf稲垣先生の講義



隊員目線で３年間の活動にどう向き合うのか

▶︎任期後の仕事につながるもの
・困りごとの中に仕事あり
・信頼貯金を積む
cf 新見市の松田さんの例

▶︎心の支え
・地域で支えになる仲間づくり



起業にどう向き合うのか

▶︎「起業」は地域に求められているのか
・社会性の高い起業と一般的な起業
・地域からみた協力隊の起業と目線
cfゲストハウス起業でいなくなった人

▶︎制度の枠組みに合うか
・起業活動が位置づいているか
cf スポーツ振興ミッションと塾の起業

▶︎そこでやる理由が自分にちゃんとあるか



隊員目線で３年後にどう向き合うのか

▶︎「定住」か「関係人口」か
・自分のキャリアと定住
cf藤井の場合

▶︎３年間の信頼貯金と関係性、実績

▶︎全国に広がるネットワーク
・卒業生と仲間の存在



全国のネットワークの動き



ネットワーク組織について



１、協力隊受入ノウハウを蓄積提言していくセクター

２、顔の見える範囲での相談態勢

３、卒業生の経験を後輩隊員へ

４、卒業生同士のコミュニティ

５、協力隊界隈のエンパワメント→地域コミュニティの活性

（一社）社岡山県地域おこし協力隊ネットワークについて（SINCE 2016）



（一社）社岡山県地域おこし協力隊ネットワークについて（SINCE 2016）

◆自治体職員のエンパワ
・募集内容ブラシュアップ
・退任率低下
・制度理解
・アウトリーチ



（一社）社岡山県地域おこし協力隊ネットワークについて（SINCE 2016）

◆現役隊員のエンパワ
・OBと一緒に仕事づくり
・地域支援の方針検討
・全国との繋ぎ



（一社）社岡山県地域おこし協力隊ネットワークについて（SINCE 2016）

◆卒業生と現役生のエンパワ
・つながり
・仕事の融通
・発信力



（一社）社岡山県地域おこし協力隊ネットワークについて（SINCE 2016）

◆災害支援
・相互支援
・県内外のハブ



（一社）社岡山県地域おこし協力隊ネットワークについて（SINCE 2016）

◆人材育成



地域おこし協力隊のネットワーク組織について（全国）

①全国の９割の都道府県がネットワークが「必要」
全国のうち４割（18都道府県でネットワーク化）・組織化はうち９都道府県

②充実、期待されるもの
「相談体制」・「交流会開催」・「研修会&WS実施」

③ネットワークの中心にOBOG

「都道府県に置ける、地域おこし協力隊のネットワークづくりの現状と課題」H30 JOIN 協力隊のネットワークづくりに関するアンケート集計結果



佐賀県



熊本県



兵庫県



島根県



秋田県



愛媛県



次の10年に向けて

・社会的、経済的なエンパワメント
・支援者から主体へ
・海外への目線
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特非）山村エンタープライズ 理事長
地域おこし協力隊サポートデスク専門相談員
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